
 

むらさき草 

タ
イ
ツ
に
身
を
包
み
な
が
ら
パ
ス

回
し
を
行
い
、
観
衆
の
笑
い
を
誘

っ
て
い
た
。 

２
度
目
の
休
憩
後
、
体
操
部
が

音
楽
に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
観
客
を
圧

倒
。
終
盤
で
は
、
部
員
全
員
が
順
番

に
前
方
宙
返
り
を
披
露
し
、
技
が

き
ま
り
部
員
が
決
め
ポ
ー
ズ
を
と

る
度
に
拍
手
が
巻
き
起
こ
っ
た
。 

新
入
生
歓
迎
会
の
ラ
ス
ト
を
飾

っ
た
吹
奏
楽
部
は
毎
年
恒
例
の
動

き
の
そ
ろ
っ
た
ド
リ
ル
で
観
衆
を

魅
了
す
る
。「
小
さ
な
世
界
」
の
ア

レ
ン
ジ
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
華
や
か
な

合
わ
せ
、
有
志
は
英
語
の
歌
詞
を

堂
々
と
歌
い
上
げ
る
。
演
奏
後
に

は
自
然
と
拍
手
が
湧
き
出
た
。 

 

そ
の
後
、
ビ
デ
オ
に
よ
っ
て
各

委
員
会
と
一
部
の
部
活
の
紹
介
が

あ
っ
た
。 

映
画
研
究
部
は
、
過
去
に
制
作

し
た
作
品
を
交
え
て
活
動
内
容
を

説
明
し
た
。
映
像
が
流
れ
る
と
１

年
生
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
多
く
漏

れ
出
る
。 

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
・
ス

キ
ー
同
好
会
で
は
、
実
際
に
山
に

登
っ
た
り
ス
キ
ー
に
行
っ
た
り
す

る
と
き
の
服
装
に
身
を
包
ん
だ
部

員
が
１
年
生
の
前
に
立
ち
な
が
ら

活
動
内
容
を
説
明
。
ス
ク
リ
ー
ン

に
は
山
か
ら
の
景
色
や
ス
キ
ー
中

の
写
真
が
映
し
出
さ
れ
、
臨
場
感

の
あ
る
紹
介
と
な
っ
た
。 

  

拍
手
喝
采
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス 

 

休
憩
を
は
さ
ん
だ
後
の
実
演
に

よ
る
部
活
紹
介
で
は
、
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
部
や
陸
上
部
と
い
っ
た
運
動

 
衣
装
を
着
た
部
員
た
ち
が
演
奏

し
、
曲
中
で
は
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
変
化
す
る
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

で
見
る
者
を
引
き
寄
せ
た
。 

 

積
極
的
に
見
学
へ
！ 

 

新
入
生
歓
迎
会
後
、
奥
村
洋
志

く
ん(

１
Ａ)

は
今
回
の
感
想
に
つ

い
て
「
特
に
体
操
部
が
全
員
高
度

な
技
を
披
露
し
て
い
て
、
な
お
か

つ
息
も
揃
っ
て
い
た
の
で
感
動
し

ま
し
た
」
と
話
す
。「
新
入
生
歓
迎

会
を
受
け
て
、
色
々
な
部
活
を
見

合唱祭のＤＶＤが完成しました！ 

価格は１枚５００円です(１枚に１

学年分の映像が入っています)。購入を

希望する方は、新校舎７階にある映画

研究部の部室に来るか、映画研究部員

にお申し付けください。 

 学
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
こ
れ

か
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
た
。 

生
林
稜
く
ん(

１
Ｂ)

と
鈴
木
渉

太
く
ん(

１
Ｂ)

に
も
話
を
聞
く

と
、
ま
だ
入
る
部
活
は
迷
っ
て
い

る
と
い
う
二
人
。
鈴
木
く
ん
は
「
今

回
の
新
入
生
歓
迎
会
で
運
動
部
に

興
味
を
持
て
ま
し
た
」
と
話
す
。
中

Ｎ
Ｓ
で
連
絡
を
取
っ
て
い
る
と
い

う
植
村
く
ん
は
、
英
語
で
自
分
の

気
持
ち
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
掲

げ
る
。 

 

タ
ー
ム
留
学
に
興
味
が
あ
る
１

年
生
に
向
け
て
奈
良
く
ん
は
「
現

地
に
行
っ
て
み
る
と
想
像
と
は
違

う
の
で
緊
張
し
過
ぎ
な
く
て
大
丈

夫
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
。 

期
間
は
長
か
っ
た
け
れ
ど
楽
し
か

っ
た
と
３
人
。
興
味
が
あ
る
１
年

生
は
ま
ず
説
明
会
に
参
加
し
て
み

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

 
(

鴇) 
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一
面
：
新
入
生
歓
迎
会
、
自
分
の
場
所
を
見
つ
け
よ
う 

 
 

 

今
年
は
ド
イ
ツ
か
ら
の
留
学
生 

二
面
：
新
聞
委
員
会
の
仕
事
を
紹
介
！ 

 
 

 

こ
の
文
を
読
ん
だ
人
、
新
聞
作
り
ま
せ
ん
か
？ 
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４
月
10
日(
火)
、
新
入
生
歓
迎
会
が
第
一
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
在
校
生
に
よ
る
ハ
レ

ル
ヤ
の
合
唱
か
ら
始
ま
り
、
14
の
委
員
会
と
39
の
部
活
動
・
同
好
会
が
普
段
の
活
動
を

紹
介
し
た
。
個
性
豊
か
な
部
活
紹
介
の
一
つ
一
つ
に
新
入
生
は
見
入
っ
て
い
た
。
新
入
生

は
ぜ
ひ
、
気
に
な
っ
た
部
活
動
に
足
を
運
で
み
て
ほ
し
い
。 

 
 
 

(

編
集
部
共
同
取
材)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 ハ

レ
ル
ヤ
で
始
ま
る
新
歓 

 

最
初
に
吹
奏
楽
部
と
室
内
楽

部
、
２
年
生
の
有
志
に
よ
る
ハ
レ

ル
ヤ
の
合
唱
が
あ
っ
た
。
吹
奏
楽

部
と
室
内
楽
部
の
繊
細
な
演
奏
に

部
が
練
習
の
再
現
や
試
合
形
式
の

実
演
を
し
、
観
衆
の
目
を
引
く
。
柔

道
部
員
の
古
賀
亮
作
く
ん(

２
Ｃ
）

は
柔
道
部
に
ま
つ
わ
る
「
柔
道
ラ

ッ
プ
」
を
披
露
。
手
拍
子
に
合
わ
せ

て
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
ラ
ッ
プ
を

歌
い
上
げ
、
後
半
で
は
古
賀
く
ん

の
「Say Judo!!

」
と
い
う
声
か
け

に
１
年
生
が
完
璧
な
レ
ス
ポ
ン
ス

を
見
せ
た
。 

他
に
も
男
子
フ
ッ
ト
サ
ル
部
は

部
員
の
一
部
が
メ
イ
ド
服
や
全
身

毎
年
１
年
生
が
参
加
す
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
タ
ー
ム
留
学
が

今
年
も
１
月

27
日(

土)

～
３
月

31
日(

土)

に
行
わ
れ
た
。
参
加
し

た
奈
良
昴
哉
く
ん(

２
Ｃ)

、
植
村

将
太
く
ん(

２
Ｄ)

、
早
川
涼
介
く

ん(

２
Ｋ)

の
３
人
に
話
を
聞
い

た
。 

 

現
地
で
学
校
に
通
っ
た
り
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
海
や
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
教
会
な
ど
色
々
な
と

こ
ろ
に
行
っ
た
り
、
家
で
ゆ
っ
く

り
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
話
し
た
り
し
て

時
間
を
過
ご
し
た
。「
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
の
生
活
が
１
番
楽
し
か

っ
た
」
と
３
人
は
口
を
揃
え
る
。 

 

現
地
の
学
校
は
日
本
と
違
い
、

授
業
と
授
業
の
間
の

10
分
休
み

が
な
い
代
わ
り
に
、
３
時
間
目
の

終
わ
り
に
リ
セ
ス
と
い
う

20
分

間
の
中
休
み
が
あ
る
。
ま
た
幼
稚

園
か
ら
高
校
ま
で
が
一
緒
に
な
っ

て
い
る
が
、
遊
ぶ
と
き
に
は
学
年

関
係
な
く
生
徒
み
ん
な
で
一
緒
に

遊
ぶ
そ
う
だ
。 

 

植
村
く
ん
は
最
初
、
自
分
の
発

音
が
現
地
で
通
じ
ず
苦
労
し
た
と

苦
笑
い
。
３
人
は
英
語
力
に
つ
い

て
「
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
力
は
身
に
つ
い

た
」
と
振
り
返
る
。
早
川
く
ん
は
日

本
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
現
地
の

動
物
園
で
撮
っ
た
動
画
を
親
に
見

せ
た
と
き
、
飼
育
員
が
英
語
で
何

を
話
し
て
い
る
の
か
親
に
聞
か
れ

た
と
こ
ろ
、
と
っ
さ
に
聞
き
取
る

こ
と
が
で
き
、
聞
く
力
が
つ
い
た

と
感
じ
た
と
い
う
。 

 

現
地
で
で
き
た
友
達
と
今
も
Ｓ

しなやかな動きで面抜き胴を披露する剣道部に会場内の視線は釘付けになる 

 

新歓では初めて、繊細で美し

い音色を奏でる邦楽同好会 

 

ホストファミリーとの生活を
笑顔で振り返る３人 

新学期が始まってから早くも 1 週間が経った。今回は、錦城生があまり

守れていないものや、まだまだ認識が甘い校則やルールを紹介する。１年

生は錦城生として守るべきルールを習得し、２・３年生は改めてルールの

確認をしよう。 

 

 

弾ける笑顔と躍動感 

あふれるダンス部の演技 

 

学
生
の
時
と
は
迫
力
が
違
い
、
高

校
生
は
す
ご
い
と
思
っ
た
と
２
人

は
口
を
揃
え
た
。 

＊ 

＊ 

＊ 

 

部
活
動
は
三
年
間
活
動
し
て
い

く
も
の
。
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
高

校
生
活
を
彩
れ
る
よ
う
、
後
悔
の

な
い
選
択
を
し
て
ほ
し
い
。 

今
年
は
桜
が
も
う
散
っ
て
い
た
始
業
式
、
決
ま
っ
て
憂
鬱
に

な
る
。
ワ
ク
ワ
ク
し
て
ク
ラ
ス
替
え
の
掲
示
板
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
い
つ
も
、
前
の
教
室
に
戻
っ
て
旧
ク
ラ
ス
の
メ
ン

バ
ー
で
授
業
を
受
け
た
く
な
っ
て
し
ま
う
▼
「
こ
の
ク
ラ
ス
が

楽
し
く
て
、
本
当
に
最
高
だ
っ
た
。
こ
の
学
年
の
こ
の
ク
ラ
ス

が
生
ま
れ
る
こ
と
は
も
う
な
い
ん
だ
よ
ね
」
。
修
了
式
も
終
わ

り
、
最
後
の
Ｈ
Ｒ
で
担
任
が
言
っ
た
言
葉
。
そ
れ
を
聞
い
た
と

き
、
思
わ
ず
泣
き
た
く
な
っ
た
。
一
年
間
、
授
業
に
行
事
と
み
ん
な
で
築

き
あ
げ
て
き
た
こ
の
ク
ラ
ス
は
、
も
う
こ
こ
で
終
了
。
人
生
で
た
っ
た
一

度
し
か
出
会
え
な
い
ク
ラ
ス
だ
っ
た
の
だ
と
、
最
後
に
な
っ
て
気
が
つ
い

た
▼
「
高
校
時
代
の
友
人
は
、
一
生
も
の
」
と
よ
く
聞
く
。
高
校
は
義
務

教
育
で
は
な
い
の
で
、
第
一
志
望
で
あ
ろ
う
と
第
二
志
望
で
あ
ろ
う
と
数

あ
る
選
択
肢
の
中
か
ら
自
分
で
選
ん
だ
と
こ
ろ
。
同
じ
学
校
を
選
ん
だ
者

同
士
、
そ
こ
で
一
生
も
の
の
友
達
が
生
ま
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
▼
両
親

は
、
高
校
時
代
の
友
達
と
今
も
月
に
２
，
３
回
程
度
会
っ
て
、
学
生
時
代

を
懐
か
し
ん
だ
り
近
状
報
告
を
し
て
い
た
り
す
る
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら

出
会
っ
た
友
人
も
い
る
が
、
高
校
時
代
の
友
人
が
一
緒
に
い
て
一
番
気
楽

で
い
ら
れ
る
だ
と
い
う
。
子
供
の
こ
ろ
か
ら
社
会
人
に
な
っ
て
何
年
経
っ

て
も
続
い
て
い
る
友
情
に
、
ひ
そ
か
に
感
動
し
た
▼
私
た
ち
が
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
、
卒
業
し
た
編
集
部
の
先
輩
達
も
、
今
で
も
頻
繁
に
会
っ
て

い
る
そ
う
だ
。
旅
行
に
行
っ
た
り
一
緒
に
飲
み
に
行
っ
た
り
し
て
い
る
と

い
う
。
先
輩
は
「
今
は
お
互
い
の
環
境
違
う
け
れ
ど
、
長
年
同
じ
環
境
に

い
た
か
ら
本
音
が
話
せ
る
」
と
言
っ
て
い
た
▼
毎
年
毎
年
、
ク
ラ
ス
替
え

は
嫌
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
今
ま
で
の
小
中
高
と
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
最
初
は
絶
対
に
仲
良
く
な
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
子
と

も
、
一
緒
に
行
事
に
取
り
組
む
う
ち
に
仲
良
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

も
し
か
し
た
ら
、
新
し
い
ク
ラ
ス
で
一
生
も
の
の
友
人
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
▼
今
の
ク
ラ
ス
も
、
一
度
し
か
な
い
ク
ラ
ス
。
き
っ
と
ま
た
、
一

年
過
ぎ
て
終
わ
る
時
に
は
今
の
ク
ラ
ス
が
名
残
惜
し
く
な
る
。 

 
(

緋) 

〈校則〉 

一、小平駅構内の改札口前での待ち合わせ禁止 

一、校内では携帯電話の電源を切る 

〈ルール〉 

一、登校時、8時 20分を過ぎたらエレベーターの

使用禁止 

一、食堂で購入したアイスや、コップ入りの飲み物を

教室などに持ち込み禁止 

一、常に教室内が見えるよう、更衣時以外は廊下

側のカーテンを閉めることは禁止 

一、帰宅時、窓側のカーテンは開ける 

一、ペットボトルを校内で捨てることは禁止 

 



 

 

 

（２） 

 

 
 

 

男
子
校
時
代 

  

共
学
化
か
ら

20
年
以
上
経
っ

た
今
、
改
め
て
男
子
校
時
代
の
こ

と
を
元
錦
城
生
の
先
生
や
、
外
部

の
方
に
取
材
し
た
。 

 

こ
だ
い
ら
食
い
倒
れ 

  

錦
城
高
校
の
立
つ
小
平
市
内

で
、
小
平
商
工
会
が
指
定
す
る
こ

だ
い
ら
の
魅
了
に
溢
れ
た
「
こ
だ

い
ら
ブ
ラ
ン
ド
」
の
認
定
品
を
持

つ
店
舗
を
訪
れ
る
企
画
。
今
ま
で

に
20
も
の
店
舗
を
訪
れ
、
地
元
の

味
を
体
験
し
て
き
た
。 

(

巴) 

 

錦
城
文
芸 

  

勉
強
や
部
活
動
以
外
の
場
で
も

活
躍
す
る
錦
城
生
を
取
り
上
げ
る

企
画
。
普
段
の
学
校
生
活
で
は
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
錦
城
生
の
一

面
を
し
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

ペ
ッ
ト
の
部
屋 

  

錦
城
生
が
飼
っ
て
い
る
珍
し
い

動
物
や
愛
さ
れ
る
動
物
を
取
り
上

げ
て
い
る
企
画
。
自
慢
の
動
物
を

飼
っ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
新
聞
委
員

会
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
！ 

  
 

 
 

  

２４９号で取り上げた 

生物部の「アルビノレッドコーン
スネーク」 

普
段
、
あ
な
た
の
手
元
に
届
け
ら
れ

て
い
る
錦
城
新
聞
。
今
回
は
意
外
と
知

ら
な
い
新
聞
委
員
会
の
活
動
の
全
容

を
紹
介
し
ま
す
。 

 
新
聞
委
員
会
は
新
聞
を
制
作
す
る

編
集
委
員
と
、
編
集
委
員
が
制
作
し
た

新
聞
の
配
布
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
編

集
委
員
の
手
伝
い
を
行
う
一
般
委
員

の
２
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。 

主
に
行
事
や
部
活
動
で
活
躍
す
る

錦
城
生
を
取
材
し
て
新
聞
に
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
一
般
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も

評
価
さ
れ
て
お
り
一
般
新
聞
社
と
共

同
で
企
画
作
り
を
し
た
り
、
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
優
秀
校
東
京
公
演

を
取
材
し
た
り
と
、
活
動
の
規
模
は
大

き
い
で
す
。 

今
年
は
東
京
都
高
等
学
校
文
化
祭
で

優
良
賞
、
大
東
文
化
大
学
主
催
の
全
国

高
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０

９
年
以
来
「
文
化
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
」
と
呼
ば
れ
る
、
高
等
学
校
文
化
連

盟
の
全
国
総
合
文
化
祭
（
総
文
祭
）
に

10
年
連
続
東
京
都
代
表
と
し
て
出
場

し
て
い
ま
す
。 

こ
の
錦
城
高
校
新
聞
委
員
会
に
参

加
し
卒
業
し
た
先
輩
の
中
に
は
実
際

に
新
聞
記
者
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。

地
域
の
方
や
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
、
様
々
な
方
と

接
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
聞
作
り
の
一

番
の
醍
醐
味
で
す
。
自
分
の
意
欲
次
第

で
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
一
味
違
っ
た
高
校
生
活
を

送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

 

４月 

 
 

 

 

５月 

 
 

６月 
 

７月 

 
 

８月 

９月 

 
 

10月 
 

 

11月 
 

12月 
 

 
 

 

１月 

 

 
 

２月 
 

３月 

入学式 １年宿泊研修 

新入生歓迎会   

携帯電話の 

持ち込み認可速報 

２学年校外学習 

３年生「ライオンキング」観劇 

春季球技大会 

映画研究部全国大会へ 

ゴミ問題の実態調査 

錦城、都議選投票率アンケート 

野球部西東京大会取材   

国立劇場取材 

「震災から 6 年半シリーズ」 

小平ブルーベリー特集 

錦城祭 秋季球技大会 

文Ｐ八王子キャラバン 

宮城県七ヶ浜、復興を追う 

小平スポーツまつり取材 生徒会選挙 

42 回生上田初音さん取材 

文Ｐパナソニックセンター 

朝日新聞本社を見学 

西洋美術館 

「北斎とジャポニズム」 

錦城生スマホ使用調査 

2 年修学旅行 合唱祭 

入試特集 

「変わりゆく大学入試」 

自転車の乗り方特集  

３送会 

卒業式 食い倒れセレクション 

 

今
回
は
、
３
月
29
日(

木)

に
台

場
区
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
サ
ミ
ッ
ト
」
に
参
加
し
た
。
こ

の
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
全
国
の

魅
力
的
な
文
化
を
発
掘
し
、
手
作

り
新
聞
に
ま
と
め
て
発
信
す
る
こ

と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。 

サ
ミ
ッ
ト
で
は
「
日
本
遺
産
」
や

「
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

 

 

錦
城
高
校
新
聞

で
は
、
錦
城
生
１

人
ひ
と
り
に
焦
点

を
当
て
た
企
画

「
錦
城
文
芸
」
や

「
ペ
ッ
ト
の
部
屋
」

の
他
、
錦
城
高
校

が
男
子
校
だ
っ
た

時
の
こ
と
を
振
り

返
る
企
画
「
男
子

高
時
代
」
、
小
平
市

内
で
『
こ
だ
い
ら

ブ
ラ
ン
ド
』
に
登

録
さ
れ
た
商
品
を

販
売
す
る
店
舗
を

巡
る
「
こ
だ
い
ら

食
い
倒
れ
」
な
ど
、

様
々
な
連
載
企
画

が
存
在
す
る
。
今

回
は
そ
ん
な
連
載

企
画
過
去
の
例
を

交
え
紹
介
す
る
。 

 

(

巴)

「
早
速
だ
け
ど
、
新
聞
委
員
会

に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と

と
か
、
印
象
に
残
っ
て
る
取
材
は

あ
る
？
」 

(

加)

「
私
は
『
こ
だ
い
ら
食
い
倒

れ
』
！
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
小

平
産
の
も
の
を
使
っ
た
食
べ
物
は

全
部
美
味
し
い
ん
だ
よ
ね
〜
」 

(

英)

「
確
か
に
～
」 

(

蘭)

「
お
店
の
人
と
か
色
々
な
人

と
の
出
会
い
が
あ
る
し
ね
」 

(

和)

「
私
は
２
年
か
ら
入
っ
た
か

ら
取
材
は
や
っ
た
こ
と
は
な
い
け

ど
、
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
！
」 

(

巴)

「
俺
は
美
術
館
が
好
き
な
ん

だ
け
ど
、
２
４
９
号
の
葛
飾
北
斎

の
取
材
で
美
術
館
の
裏
側
を
知
れ

た
の
が
良
か
っ
た
な
ぁ
」 

(

泰)

「
私
は
夏
の
高
校
野
球
の
取

材
が
好
き
。
野
球
部
み
た
い
な
、
普

段
な
か
な
か
関
わ
る
こ
と
の
な
い

こ
と
に
触
れ
ら
れ
る
の
も
新
聞
委

員
会
な
ら
で
は
だ
よ
ね
」 

(

加)

「
そ
う
だ
ね
、
野
球
の
取
材
も

ア
ツ
く
て
楽
し
か
っ
た
！
」 

(

英)

「
新
聞
委
員
会
に
入
っ
て
体

験
で
き
る
こ
と
が
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
あ
る
っ
て
こ
と
だ
ね
」 

(

蘭)

「
新
聞
委
員
会
編
集
部
は
日

曜
日
を
除
く
週
６
日
間
、
新
校
舎

７
階
一
番
奥
の
生
徒
会
室
で
活
動

し
て
い
ま
す
」 

(

全
員)

「
み
ん
な
来
て
ね
ー
！
」 
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４
月
13
日(

金) 

体
育
学
芸
委 

員
会 

 

中
央
委
員
会
常
時
活
動
中 

・・・・・・・ 

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。 

サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
、
参
加
者
に

話
を
聞
い
た
。
東
日
本
大
震
災
の

発
生
ま
も
な
い
気
仙
沼
の
避
難
所

で
『
フ
ァ
イ
ト
新
聞
』
を
作
り
始
め

た
初
代
編
集
長
の
吉
田
理
紗
さ
ん

(

中
２)

と
２
代
目
編
集
長
の
小
山

里
子
さ
ん(

高
１)

は
「
最
初
は
自

己
満
足
で
作
っ
て
い
た
も
の
が
こ

こ
ま
で
広
が
っ
て
い
て
驚
い
て
い

ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。 

津
波
で
何
も
か
も
流
さ
れ
て
し

ま
い
、
や
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と

い
う
吉
田
さ
ん
た
ち
は
周
り
の

人
々
を
元
気
づ
け
る
た
め
、「
避
難

所
に
電
気
が
つ
い
た
！
」
な
ど
、
そ

の
時
の
気
持
ち
を
そ
の
ま
ま
記
事

に
し
た
。
『
暗
い
こ
と
は
書
か
な

い
』
と
い
う
ル
ー
ル
の
下
で
書
か

れ
た
新
聞
の
お
か
げ
か
地
域
も

徐
々
に
明
る
く
な
り
、
世
間
に
も

認
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
。「
こ
れ
か
ら

も
こ
の
新
聞
の
明
る
さ
や
楽
し
さ

を
こ
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
発
信

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
編
集
部
は
こ
の
よ

う
な
様
々
な
背
景
を
持
っ
た
人
々

と
交
流
し
な
が
ら
、
２
０
２
０
年

に
向
け
て
今
後
も
文
化
的
な
イ
ベ

ン
ト
を
取
材
し
て
い
く
。 

(

湊) 

   

次号で取り扱う記事の内容や

その担当者、紙面のレイアウト、

そして発行予定日を決めます。紙

面作りの全責任を負う、重要な作

業です。 

新しい企画をするときは企画

書を作ります。企画の目的や取材

方法などを話し合い、どうすれば

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
に
む

け
、
文
化
オ
リ
ン
ピ
ア
に
基
づ
い

て
企
画
さ
れ
て
い
る
全
イ
ベ
ン
ト

の
総
称
を
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム(

通

称
「
文
Ｐ
」)

と
い
う
。 

文
Ｐ
は
２
０
１
６
年
に
本
校
編

集
部
も
参
加
し
た
第
一
回
取
材
会

を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後

全
国
各
地
へ
と
活
動
の
幅
を
広

げ
、
そ
の
活
動
は
ま
す
ま
す
熱
を

帯
び
始
め
て
い
る
。 

 

生徒が楽しんで新聞を読んでくれるか研究しています。 

取材ができなくなったときなどレイアウトの変更が必要な

ときには再び編集会議を開き、取材やレイアウトを見直しま

す。 

ここにあるものは、１年

間で取材したもののほん

の一部に過ぎません。興

味がある人はぜひ新聞委

員会編集部へ！ 

錦城生２人も 

パネリストとして参加 

新聞委員会編集部は２０１７年度におい

て、年間 32 号の錦城高校新聞を発行しまし

た。校内・校外を問わない１年間の取材活動

の中から、主な取材と特集記事をピックアッ

プして紹介します。 

印刷を業者に任せず、生徒たちで行っ

ているのも特徴の１つ。生徒会印刷室の

プリンターで、編集委員が全校生徒・教

４
．
９
～
４
．
１
３

 

各記事の内容が決まると

取材相手に連絡を取り、編

集室やラーニングスペース

など校内の様々な場所、と

きには校外で取材をしま

 

す。ある程度記事の方向性を念頭に置いて質問事項を事前に

考えておくことも必要ですが、取材の流れに応じて臨機応変

に対応することも大切です。記事担当とカメラ担当の２人１

組になって取材することが多く、取材メモやカメラ、ワイン

レッドの腕章が活躍します。 

新校舎７階一番奥 

生徒会室で活動中。 

看板が目印です！ 

職員合わせて約２０００部印刷

しています。印刷が終わると、ク

ラスの人数分に新聞を分けて各

クラスに届けます。 

達成感は何ものにも代えがたいも

のです。 

また、校外向けに錦城高校ホー

ムページに掲載しているＰＤＦフ

ァイルも作成しています。 

① 企画 取材を終えた記事や写真をパソコンに入れていきま

す。文章作成ソフトで作ったテンプレート上でレイア

ウトをしていく作業です。決まった文字数で記事を書

いたり、写真の向きや大きさの調整を行ったりします。                                              

細かい作業が多く大変ですが、紙面が完成したときの

見て、聞いて、考えて、伝えて・・・再刊１７年 

② 取材 
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